
南丹市八木盆地
約200ha

200haに消化液が散布できれば2400万円/年肥料代が節減できる16



南丹市での消化液の液肥利用の経緯

2001年－：京大附属高槻農場の小区画試験による肥効の確認

2003年－：南丹市八木地区にて圃場試験開始

2004-06年：農林水産省高度化事業にて肥効・安全性の確認試験

2007年－：
1) 散布時期を変え有機態窒素無機化期間確認効果確認試験
（氷所地区の5圃場）

2) 八木町バイオマスタウン構想を，南丹市全域にBT構想に拡大

2008年－：
1) 2007年と同様に無機化期間確認確保効果の確認
2) 数理計画法による貯留・散布法の確認。
3) 5圃場に加えて，諸畑の1ha区画水田12haに投入
4) 本格導入に備え啓蒙セミナー開催 17



京大付属高槻農場での消化液の肥効確認・連用試験

18



消化液をイネ肥料として使用する場合の問題点

(1)イネは収量と食味の関係で精緻な施肥設計を要求する。
精緻な施肥設計に答えるための肥料効果と安全性が不
明である。

(2)消化液の窒素成分が投入材料に依存するのでロットによ
って異なる。貯留時に混ざって均一になるかどうか。

(3)液肥中には無機態窒素と有機態窒素が混在している。
化学肥料と発現時期が異なり，有機肥料以上に使用し難
い。

(4)水田への消化液の散布の仕方により散布ムラが生じる。

(5)0.3%の窒素成分しかないため，大量に運搬する必要があ
る。効率的かつ経済的な輸送・貯留システムが確立して
いない。

なぜ、消化液は水稲の肥料として使用できないか

19
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消化液をイネ肥料として使用する場合の問題点

2001年から実施している。京大附属農場の小区画水田では，
消化液は化学肥料と同等以上の肥料効果を有している。



土壌成分変化計測
窒素動態変化

陽イオン交換容量
（肥効効果確認）

精密農業手法の活用による肥効確認試験

リモートセンシング
による生育量計測
人工衛星画像
航空機画像他

（肥効効果確認）

液肥可変施用

収穫

土壌分析

基肥

生育量計測

収量モニタ付コンバインによる収量
計測と収量マップ作成
食味計測と食味マップ作成
（肥効効果確認）

穂肥

コンポスト投与

土壌改良機能
コンポスト
投与計画

液肥可変施用

メタン
発酵
設備

液肥

土壌機能改良
コンポスト

生物系
廃棄物

圃場

メタン消化液の
水稲への施肥指

針の作成
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２００５，２００６年試験圃場

圃場１

圃場２

圃場３

圃場４

圃場3

圃場４

2005年化肥液肥 2006年化肥

2004年は，2005,2006年とは異なる山室地区にて試験実施22



2005,06年の気温の変化

消化液はNH3と有機態窒素が半々のため肥効への気温が大きい23



2005年 リモセンによる
液肥区と化肥区のNDVI ① ② ③ ④

① ② ③ ④
液肥区 化肥区

幼穂分化期7月20日

① ② ③ ④

出穂期 8月5日

収穫直前9月2日番号 肥料 収量 [kg/10a]
05年 06年

① 消化液 632 591
② 消化液 627 541
③ 化学肥料 664 504
④ 化学肥料 667 669
品種キヌヒカリ
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2004年-2006年 生育データ
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2004, 2005, 2006年 窒素保有量

出
穂
期

幼
穂
分
化
期
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2004, 2005, 2006年 窒素保有量
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2007年，2008年 試験圃場
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